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放射線によるイオンチャンネル系の障害の
影響はきわめて広い範囲に及ぶ

・心臓（とくに収縮を制御する電気刺激とその伝達系）

．神経系（とくに神経情報の伝達系）

脳の精神活動（とくに脳内の情報伝達系）

．感覚器官（とくに難聴、めまい、失明）

骨格筋（とくに運動や歩行の困難）

・平滑筋のある内臓や血管

・内分泌系（とくに甲状腺など）

泌原器系（とくに勝脱・腎臓など）

・乳腺

水晶体

大山敏郎氏のブログから
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[4］聴覚探官の有毛細胞の（!li.JJき

②Kチγンネル｜｝日〈
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聴覚恭宮（平衡感覚恭官）
は、Kチャンネルであり、放
射性セシウムの影響を受

けやすい。福島では鍛聴や
めまいの多発が報告され
ている（相馬総合病院耳鼻
科のレポート、ただ「ストレ
ス」説）。

内リンパi夜
K＋決／庄jWj

f/l1状仮

外リンパi夜
K＋濃度i啄
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例：トモダチ作戦被曝米軍兵士の症状

がん・腫揚（骨膜肉腫、白血病、腫癒、甲状腺、脳、精巣など多数）

遺伝性障害（多発性遺伝子変異の子供を出産）

筋肉・運動神経障害（脚けいれんのため車椅子、股関節、脊柱、大腿

部、全身けいれん、膝、みけん、背中、首、右半身の麻痩や痛み、かか

と関節、脱力など非常に多い）

脳・精神障害（意識喪失、うつ、不安、偏頭痛、睡眠障害、記憶障害など

多数）

感覚障害（失明、践の腫れ、難聴、耳鳴り、固まい）

生殖系障害（生理不順が多数）

免疫系障害（アレルギー）

代謝系障害（パゼドウ病、甲状腺機能不全、肥満、休重減）

消化器系疾患（潰場、胃けいれん、下痢、幅吐、消化不全、出血）

呼吸器疾患（呼吸障害、咳）

循環器系（高血圧）

その他（鼻血、発熱、疲労、肩甲骨肥大）
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ここまでの結論：

放射線被曝は、がんにとどまら

ず、

ほとんどあらゆる種類の病気や健
康被害をもたらす
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日本政府の福島事故健康被害ゼ口論1

・安倍首相の記者会見での外国人記者に対す
る回答→「健康に対する問題は、今までも、
現在も、これからも全くないということははっ

きりと申し上げておきたいと思いますJ
2013年9月7日オリンピック東京招致決定時の内外記者会見。首相官
邸のホームページにあります。

・環境省の「東京電力福島第一原子力発電所
事故に伴う住民の健康管理のあり方に関す
る専門家会議」の「中間取りまとめ」（2014年
12月22日） がん、遺伝性影響、不妊、胎児影響、白内障が「今
後増加することは予想されない」
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政府のゼ口被害論は本当か？

7R 

健康被害ゼ口2：振り返れば「鼻血論争」

の新しい意昧→マスコミと一般人に対する

ゼ口論の押しつけキャンペーンだった

「鼻血さえ被曝の影響ではないのだから、まし
て被曝によるがんやその他の重い病気など考
えられない」

「ネ皮曝によって鼻血が出たと言うことが風評で、
やってはならないのだから、ましてや被曝によ
ってがんや心臓など病気が増えた言うことはい
っそうひどい風評で、ますますやってはならな
い」
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日本政府の福島事故健康被害ゼ口論3

．福島県県民健康調査検討委員会「県民健康

調査における中間取りまとめJ2016年3月
「これまでに発見された甲状腺がんについて

は…総合的に判断して、放射線の影響とは

考えにくいと評価するj

・現在、政府による福島の高汚染度地域への

住民帰還政策（20～50mSv地域ヘ10万人）
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だが、政府の放射線医学総合研究所が出

版している書籍を見てみよう

同書には、国際的な放射線防護
機関が10万人が100mSv被ばくし
た場合に予想される過剰な（追加

的な）がん死者数推定のリストが
記載されている（162ページ）。
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放射線防護という基本原則の否定

・このような福島原発事故による健康被害が

最初から「想定されないJ「検出で、きなしリこと
を前提にする議論は、ICRPなど国際的な放

射線防護団体の基本的見解に違反する

・住民に対する放射線防護という基本原則を

否定し、住民の基本的人権を踏みにじるもの

．（以下に資料掲載、説明は省略）
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積々の報告による10万人がO.lGy(lOOmSv）被曝した場合の生涯リスク川

対象終日1 l当血病 白血病以外 DDREF・2

のがん

13Eill-V (1990] 米｜事｜人 95 700 考慮ぜず

米回人、英国人、

lCRP Pub. 60 [199]] 中国人、プエルト SU 450 2 

リ：ヨ人、日本人 一 一
EPA〔1999) 米国人 56 520 2 

UNSCEAR (2000) 米住l人 60 780～MOO・3 考慮せず

IlEIR-VII (2005) 米国人 61 510 1.5 

米同人、 ~l!l人、

lCRP Pul】wa[2007J 中国人、 プエルト 28 398 2 
リコ人、日本人

日唱SCEAR2006 [2008) 米国人 7～52・3 唱55～10,10・3 :;lj'fit（せず

・ 1 会jj!紛の抑女 10万人の~聞がO.!Gy に11(ばくした場合の生涯過剰がん死亡数。

は白J/rl病以外のがんに対する総量・線量ヰi効＊係数。

・3級数のモデルがJllいられて必り、モデルによって値は拠なる。
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